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論文 調査 委員 教 授 西 村 敏 雄 教 授 岡 本 耕 造 教 授 深 瀬 政 市
論 文 内 容 の 要 旨
非妊個体においては間脳一下垂体系とそのtargetorganである卵巣との間には feedbackmechanism
といわれる巧妙な一つの機能環が存在し下垂体の分泌する gonadotropin と卵巣の分泌する steroidと
が間脳なる上位の中枢を介して常に一つのバランスを保つようなホメオスターシスの機構が存在するわけ
であるが, 胎盤紙毛組織におけるホルモン産生に対する regulatorとしては間脳- 下垂体- 卵巣系 に お




失し紙毛組織自体の産生する gonadotropinが歓毛組織内の steroidgenesis に著明な影響を及ぼし下垂
体のコントロールを離れた胎盤独自のなんらかの selfregulationmechanism が成立するのは間違いの
ない事実のようである｡ いわゆる妊娠時に特有の胎盤- 胎盤系なる新しい hormonemilieu の成立であ
る｡
そこで著者は紡毛組織ににおける gonadotropinの産生調節機構を実験的に究明するため妊娠3カ月,
および10カ月の紡毛組織を用いて好気性および嫌気性の両環境においてインキュベイション実 験 を行 な
い, medium に estroTle, eStradio1-17β, estriol, progesterone などの性 ステロイ ドを添加 して
gonadotropicpotencyにいかなる変化がみられるかを追求した｡






この progeSteroneによる続毛組織の gonadotropicpotencyの supression の本態については pro一
gesteroneが紡毛組織の ribonucleaseの活性を賦活して RNAの分解をひきおこす結果, glycoprotein
である HCGの産生が抑制されるものと考えられ, この方面から歓毛組織における gonadotropinの産
生調節機構に対する一つのアプロ- チの可能性が有望視されるが, そのためにはさらに多 くの基礎的研究
が必要と考えられる｡
論 文 内 容 の 要 旨
胎盤紙毛組織内における selfregulationmechanism につき検討したものである｡ すなわち妊娠3か
月および10か月の紋毛組織を用い好気性および嫌気性の商環境において, 培養実験を行ない, gonadotr-
opicpotencyが estrone,estradio1-17β,estriol,progesteroneなどの性ス トロイ ドの添加によってい
かに変わるかを追求した (Fisher分数分析法, Cochran-Cox方法などの推計学的方法使用)｡ すなわち
妊娠3カ月の場合では添加性ステロイ ドの影響は全く認められなかったが, 妊娠10か月の場合 で は好 気
性, 嫌気性をとわず性ステロイ ド中 progesteroneのみの添加によって gonadotropicpotencyの抑制が
諸められ, これは progesteroneが紋毛内 ribonuclease活性を賦活して RNAの分解をひきおこし, 結
果として glycoproteinHCG の産生が抑制されることによると推論したのである｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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